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第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
登
記
事
項
証
明
書
は
、
そ
の
作
成
後
一
月
以
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

た
だ
し
、
支
配
人
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
法
人
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
旨
の

登
記
が
さ
れ
て
い
る
も
の
が
法
人
を
代
理
し
て
同
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
の
会
社

法
人
等
番
号
を
も
請
求
情
報
の
内
容
と
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
五
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
請
求
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
代
表
者
の
資

格
を
証
す
る
書
面
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
法
人
の
会
社
法
人
等
番
号
（
商
業
登
記
法
第

七
条
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
会
社
法
人
等
番
号
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六

項
に
お
い
て
同
じ
。）を
も
請
求
情
報
の
内
容
と
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
五
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

法
人
で
あ
る
代
理
人
に
よ
っ
て
第
二
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
代
理
人
の
会
社
法
人
等

番
号
を
も
請
求
情
報
の
内
容
と
し
た
と
き
は
、
当
該
代
理
人
の
代
表
者
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
提
示
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

第
四
十
九
条
の
表
第
三
十
六
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
新
規
則
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項

の
規
定
」
を
削
る
。

（
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

た
だ
し
、
支
配
人
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
法
人
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
旨
の

登
記
が
さ
れ
て
い
る
も
の
が
法
人
を
代
理
し
て
同
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
の
会
社

法
人
等
番
号
を
も
請
求
情
報
の
内
容
と
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
六
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
請
求
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
代
表
者
の
資

格
を
証
す
る
書
面
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
法
人
の
会
社
法
人
等
番
号（
商
業
登
記
法（
昭

和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
七
条
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
会
社

法
人
等
番
号
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
も
請
求
情
報
の
内
容
と
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
三
十
六
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

法
人
で
あ
る
代
理
人
に
よ
っ
て
第
二
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
代
理
人
の
会
社
法
人
等

番
号
を
も
請
求
情
報
の
内
容
と
し
た
と
き
は
、
当
該
代
理
人
の
代
表
者
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
提
示
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

第
四
十
条
の
表
第
三
十
六
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
新
規
則
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項
の

規
定
」
を
削
る
。

（
建
設
機
械
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

建
設
機
械
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

た
だ
し
、
支
配
人
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
法
人
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
旨
の

登
記
が
さ
れ
て
い
る
も
の
が
法
人
を
代
理
し
て
同
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
書
面
に
当

該
法
人
の
会
社
法
人
等
番
号
を
も
記
載
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
一
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
請
求
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
代
表
者
の
資

格
を
証
す
る
書
面
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、同
項
の
書
面
に
当
該
法
人
の
会
社
法
人
等
番
号（
商

業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
七
条
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

規
定
す
る
会
社
法
人
等
番
号
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
も
記
載
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
三
十
一
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

法
人
で
あ
る
代
理
人
に
よ
っ
て
第
二
項
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
書
面
に
当
該
代
理
人

の
会
社
法
人
等
番
号
を
も
記
載
し
た
と
き
は
、
当
該
代
理
人
の
代
表
者
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
提
示
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

第
三
十
五
条
の
表
第
三
十
六
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
新
規
則
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項

の
規
定
」
を
削
る
。

（
不
動
産
登
記
法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
法
務
省

関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

不
動
産
登
記
法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
法

務
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
二
条
第
三
項
中
「
及
び
新
規
則
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規

定
」
を
削
る
。

（
夫
婦
財
産
契
約
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

夫
婦
財
産
契
約
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
八
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
二
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
登
記
、
筆
界
特
定
、
抵
当
証
券
交
付
、
抵
当
証
券
の
記
載
の
変
更
及
び
鉱
害
賠
償

の
登
録
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の

二
及
び
第
四
十
四
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
二
百
九

条
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
抵
当
証
券
法
施
行
細
則
第
二
十
二
条
（
同
令
第
五
十
三
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
鉱
害
賠
償
登
録
規
則
第
二
十
条
の
規
定
、
第

四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
企
業
担
保
登
記
規
則
第
五
条
の
規
定
並
び
に
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶

登
記
規
則
第
二
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
不
動
産
登
記
規
則
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
の
申
出
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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